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園田　 スプリンクラー事故で冠水した衣類等に施した緊急保存処置に関する報告

ス プ リンクラー事故で冠水 した衣類等に施 した

　　　　　 緊急保存処置に関す る報告

　　 一 阪神 ・淡路大震災による被災資料の例一

園　　田　　直　　子*

Emergency Treatment of Textiles Submerged by a Sprinkler Accident: 

   A Case of Damage Caused by the Great Hanshin Earthquake

Naoko SONODA

   The National Museum of Ethnology, situated in Osaka, also 

suffered damage from the Great Hanshin Earthquake, which occurred 

on January 17th, 1995. The most worrying in point of view of the con-

servation of the collections was the water accident. The heads of two 
sprinklers, installed in one of the exhibition rooms, fell due to the earth-

quake shock. Nearly 10 tons of water flowed out within 4 minutes. 
Water submerged the exhibition room and then, passed through the floor 

and leaked into a downstairs room, where hundreds of textiles (clothes 

and related objects) from Guatemala  and-Mexico were stored temporari-

ly in view of a special exhibition. 
   During the first conservation inquiry, we found that the leaked 

water contained iron ions. This is the reason why we decided on 

emergency treatment of the submerged textiles. 

   At first, all the objects which had been stored near the flooded areas 

were examined under normal and ultra-violet lights, in order to in-

vestigate the state of damage. Among the 124 objects examined, 82 had 

suffered damage (some of them had suffered two or more kinds of 

damage) : 67 with water stains, 15 with color stains, 10 having a risk of 

mold growth, and 11 having marked old mold stains. 

   The clothes or related objects at risk of mold growth were im-
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mediately separated from the rest of the collections, put into plastic 

bags, and treated with paraformaldehyde. 

   Those having water stains needed to be washed as quickly as possi-
ble, so as to eliminate still soluble iron ions. The textiles were in a good 

conservation condition, but unfortunately, some dyes were soluble in 

water. After trial and error, two methods of wet cleaning were finally 

adopted. 

a) For those which were water resistant: cleaning with de-ionized water 

(with 1 drop of detergent) in an ultrasonic bath, followed by many rins-
ings with  de-ionized water. 
b) For those which were not water resistant: wet cleaning on sheets con-

taining high water absorption synthetic resins. In this case, the object to 

be washed was placed on high water absorption sheets (it was more con-

venient to use adult diapers which were flat and big in size) , and the 

water stains were washed out by pressing several times, from the surface, 

a lump of cotton damped in de-ionized water. It is necessary to damp 

the object as a whole, otherwise new water stains will appear to the areas 

between wet and dry parts. For the areas containing non water resistant 
dyes, de-ionized water was splashed very gently, without any pressing. 

   Mold or color stains were not harmful for conservation purposes, 

but were judged unesthetic for the exhibition. Mold residues on the sur-

face of the clothes were removed gently with a toothbrush. Color stains 

and mold stains still remaining were treated with a diluted solution of 

hydrogen peroxide, or with Chloramine T (C7H7C1NaNO2S.3H20) . 

   Besides, as we were dealing with ethnological collections, we took 

great care to preserve the stains which were due to the everyday activities 
of the former users, judging that these stains have a scientific value for 

scholars.

は じめに

1.冠 水に よる被害 の実態

　1.1.被 災 した資料

　1.2.今 回の事故の問題 点

　1.3.被 害状況調査の結 果

2.具 体的 な処置例

　2.1..鉄イオン を含む水 で汚染 された資

　　 　 料 の洗浄　 　 ・

　2.2.防 カ ビ処置,お よび ヵ ビ痕 や色 じ

　　 　 み の除去
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園田　スプリンクラー 事故で冠水 した衣類等に施した緊急保存処置に関する報告

は　 じ　め　 に

　1995年1月17日 早朝に発生 した阪神 ・淡路大震災により本館が受けた被害のうち,

資料の保存上もっとも深刻なものは冠水の被害であった。これは東アジア[中 国地域

の文化]の なかの 「祭 りと芸能」のコーナーに設置されていたスプ リンクラーのうち

2基 のヘッドが地震の衝撃ではずれ,約4分 間に10t近 くもの水が流出したことによ

る。その結果,スプリンクラー の直下に展示 してあった凧や仮面など紙を主材とした

民族資料は,破 損あるいは変形 し,床 のタイルも一部が剥がれてしまった。 しかも,

大量の流出水は展示場の床を通 りぬけて流れおちたため,被 害ぽ階下の展示準備室に

用意されていた展示予定資料にまで拡大 したのである。

　 この報告は,ス プリンクラー事故のために被害をこうむ った資料の うち,衣 類を中

心とする館蔵資料の被害状況と,そ の後実施 した保存処置に関するものである。衣類

におちてきた流出水が鉄イオン を含んでいたという特殊な事情があ り,保 存処置は緊

急を要した。処置すべき資料の数が多い上に時間や人員が限られているとい う状況の

なか,全 ての処置がほぼ完了したのは地震発生後4ヵ 月あまりたった頃である。わた

したちの体験が少 しでも今後の参考になるよう,緊 急保存処置のひ とつの事例 として

共有化されることを願って,こ こにその内容をまとめる。

1.冠 水に よる被害 の実態

1.1.被 災 した資料

　展示準備室で冠水の被害を受けたのは,1995年9月 に開催を予定していた特別展「現

代マヤ　　色 と織に魅せられた人h　 　」に出品するために用意 していたグアテマラ

やメキシコで収集された資料の一部である。ウィピルとよばれる貫頭衣をはじめとす

る衣類のほか,包 み布やテーブルクロス,帽 子などが含まれていた。布地は木綿が主

で,ウ ィピルは白生地が多 く,そ れ以外の資料では赤や緑など地色の濃いものが多か

った。全面あるいは一部に様々な色糸で模様が織 りこまれているものが大半をしめ,

なかには,し しゅうを施 したものもあった。民族資料としての性格上,使 用痕が残っ

ているものも少な くないが,い ずれも丈夫で保存状態は良好なものばか りであった。
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1.2.今 回 の事 故 の問題点

　事故後,展 示準備室の白い石膏ボー ドの天井Y'は茶色のしみができ,床 には漏水の

跡が茶色 く残っていた。スプリンクラーから落下した大量の水は,そ の流路で様hな

汚れを含みながら流れてきて衣類を汚染 したのである。考えられる汚染のうちもっと

も気がか りなのは,鉄 イオンによるものであった。スプリンクラーの配管および天井

裏の補強材に鉄材が使用されていることから,流 出水に鉄イオンが溶け出ている恐れ

があったのである。そこで,鉄イオン を検出するために,分 析試薬であるフェロシア

ン化 カリウム溶液 【FEIGL　1958]を 用いて調べたところ,石 膏ボー ドの茶色のしみと

床に残 った漏水の跡から鉄イオンが検出された。懸念 したとおり,展 示準備室に漏れ

てきた水には鉄イオンが含まれていたのである。冠水 した資料をそのまま放置 してお

くと,鉄 イオンは繊維を劣化させながら酸化 していき,最 終的Y'は 除去不可能なサ ビ

になってしまう。そのため,冠 水した資料の鉄イオン が除去可能なうちに対処する必

要を認めた。

1.3.被 害状 況調査 の結果

　事故直後の応急処置 として,濡 れたものは屋内で干して乾かした。また,一 部の資

料は市販の薬剤を用いてす ぐb'洗浄 した死 しか し,地 震後の混乱のため,実 際にど

の資料が漏水で汚染されたのか,全 体の被害状況の把握はまだ充分ではなかった。そ

こで,わ たしたちはまず被災場所付近にあった資料の被害状況を調査することか ら始

めた。　　　・

　 124点におよぶ資料1点 ずつについて,処 置が必要かどうかを直ちに判断 しなけれ

ばならないため,資 料の両面をポラロイ ドカメラで撮影し,そ の写真を拡大複写 して

調書とする方法をとった。ポラロイ ド写真では,通 常の写真ほど細部が明確にはなら

ないが,緊 急の事態に直面 して,し み,汚 れ,カ ビ痕などの位置を観察結果とともに

記 してい くには充分であると判断 したからである。

　被害状況の観察は,自 然光 と紫外組(ピ ーク波長352nm)下 の両方でおこなった。

天井からの漏水を受けた資料には,吸 収された水分の広が りにあわせて輪をえがくよ

うに黄色～茶色のしみが生 じていた(写 真la)。 このような場合,自 然光の観察だけ

では,地 色が濃い資料だとその被害を見落 としてしまう恐れがあるのだが(写 真2a),

1)　 「現代マヤ」展 でマネキソの着装を担 当され た京 田利枝氏が,被 害拡大防止 のために尽 力

　 された。
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今回は紫外線下で黄色に蛍光する物質が漏水のなかに溶け込んでいたため,漏 水に汚

染されたかどうかが容易に識別できたことは幸いであった(写 真lbと2b)。

　なお,人 体との接触などによる皮脂のしみも紫外線下で黄色～オレンジ色に蛍光す

るが,こ の場合は,水 に濡れたときにできる輪をえが くように広がるしみとは異なり,

斑点状にあらわれるので,両 者を混同することはなかった(写 真lbと1d)。

　結果的Yこは,調 査 した資料の約三分の二に,漏 水による何らかの被害が認められ,

処置が必要なことがわかった(表1)。

表1　スプリンクラー 事故で冠水した資料の被害状況

調査した資料の総数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 124
・処置の必要がない資料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 42

・処置が必要な資料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　82

　　内訳:　 漏水による輪じみのある資料　　　　　　　　　　67

　　　　　　　染料の溶出じみのある資料　　　　　　　　　　　 15

　　　　　　　カビ発生の恐れのある資料　　　　　　　　　　　10

　　　　　　　古いカビの痕のある資料　　　　　　　　　　　　11

　　　　　　　　　　　　　　　　　(被害が重複している資料あり)

　すなわち,被 害の内訳としては,輪 じみがもっとも多 く,そ の次が染料の溶出じみ

である。また,調 査 した資料のなかには新たにカビが発生 して しまったものもあった。

しかし,.その多 くは今回直接冠水 した結果生 じたものではなく,漏 水 した場所付近に

配架されていたものの,当 初,濡 れていないと判断されたために,応 急処置では乾か

していなか った資料のようである。また,今 回の事故によるものではないが,古 いカ

ビの痕が顕著に残っているものもあった。

　以下,実 際におこなった処置の概要を報告する。

　今回実施した処置は,従 来おこなわれている修復方法[L,ANDI　 l992】を参考にしな

がら,被 害の実情にあ うように検討を重ねた結果である。鉄イオンの除去を必要 とす

る,漏 水による輪 じみのある資料を優先して保存処置にあたったが,複 数の処置を必

要とするものでは,原 則として次の順でおこなった。

1)防 カビ処置(必 要な場合のみ)

2)カ ビ痕あるいは色 じみの除去

3)水 溶性の鉄イオン,輪 じみ,汚 れの水洗除去

最後に水洗をおこなうことで,万 が一薬剤が残っていても,完 全に洗い流せるように

配慮したのである。資料 ごとにおこなった処置の内容は,表2に まとめた。
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表2　 冠 水マヤ資料 におこな った処置一覧

資料番号 処 置 防カビ処置 カビ痕の除去 色 じみの除去 水溶性の鉄イナソ,輪 じみ,汚 れの除去

H65518　 　 女/ウ ィピル 有 過酸化水素水 シー ト(部分)/超 音波洗浄槽

H65519・-5/8　 男/包 み布 必要なし

H65532-1/5　 女/ウ ィピル 有 ハイベ ック,ワ イ ドハイ ター(注1)/シ ー ト(全 体)

H65532-3/5　 /腰 布 有 外注

H65532-4/5　 /腰 帯 必要な し

H65532-5/5　 /頭 帯 必要なし

H105633　 　 腰布 必要なし

H105635　 　 腰帯 必要なし

Hl31560　 　 女/ス カー ト 有 ハイベック(注1)

H131562　 女/腰 帯 必要なし

Hl31588　 男/シ ヤツ 有 歯 ブラシ

H132743　 女/紐 必要なし

H132746　 女/腰 布 有 ハイペック(注1)

H151753　 　 女/ウ ィピル 有 クロラミンT

/過 酸化水素水

シー ト(部 分)/シ ー ト(全 体)

H151773　 男/頭 巾 有 シー ト(全 体)

Hl51855　 　 女/ウ ィピル 有 ク ロ ラ ミソT ハイベ ック,ワ イ ドハイター(注1)/シ ー ト(全 体)

H151872　 　 女/ウ ィ ピル 有 パ ラホル ムアル デヒ ド 歯 ブラシ

H151873　 　 男/ポ ソチー ト 有 パ ラホルムアルデヒ ド

H151881　 男/袋 有 パ ラホルムアルデ ヒド

Hl51889　 　 女/ウ ィピル 必要なし



H151892　 　 女/ウ ィピル 必要なし

H151897　 　 女/ウ ィピル 必要なし

H15夏902　　 女/頭 飾 り紐 必要な し

H151905　 　 女/頭 飾 り紐 必要なし

H151910　 　 女/ウ ィピル 必要なし

H151913　 　 女/ウ ィピル 有 シー ト(全 体)

H151914　 　 女/ウ ィピル 有 ハイベ ック(注1)

H151968　 女/腰 布 必要なし

H152032　 　 女/ウ ィピル 有 超音波洗浄槽(下 半分)/シ ー ト(部分)/シ ー ト(全体)

H152087　 　 女/ウ ィピル 有 超音波洗浄槽

H152114　 　 女/ウ ィピル 必要な し

H152140　 　 女/ウ ィピル 有 シー ト(全 体)

H152143　 　 女/ウ ィピル 有 外注

H152180　 　 女/ウ ィピル 有 シー ト(全 体)

H152196　 　 女/ウ ィピル 必要なし

Hl52231　 　 テーブル クロス 有 ク ロラ ミンT 超音波洗浄槽

Hl52241　 　 テ ー ブル ク ロス 有 超音波洗浄槽

Hl52246　 　　テ ーブル クロス 有 ク ロラ ミンT 超音波洗浄槽

H152296　 　 腰帯 有 ハイベ ック,ワ イ ドハイター(注1)/超 音波洗浄槽

Hl52323　 　 女/ウ ィピル 必要な し

Hl52355　 　 聖像/ウ ィピル 有 ク ロ ラ ミソT 超音波洗浄槽

Hl52358　 　 聖像/ウ ィピル 有 過酸化水素水 超音波洗浄槽

H152383　 女/包 み布 有 超音波洗浄槽



H152384　 女/包 み布 有 超音波洗浄槽
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

H152387　 　 儀礼/包 み布 必要なし

H152388　 女/包 み布 必要なし

H152390　 女/包 み布 必要なし

Hl52391　 　 儀礼/ナ プキ ソ 有 ハイベ ック(注1)

H152409　 　 女/ウ ィピル 有 ハイベ ック(注1)

H152410　 　 女/ウ ィピル 必要なし

H152412　 　 保温/ナ プキ ン 有
製 沓勢T

超音波洗浄槽/糸 でほころびの補強

H152447　 　 女/頭 飾 り紐 有 緊急には処置せず

H152450　 　 女/頭 飾り紐 有 緊急には処置せず

Hl52496　 男/腰 帯 有 シー ト(全 体)

H152505　 　 女/ウ ィピル 有 シー ト(片 面)/シ ー ト(全 体)

H152585　 　 女/ウ ィピル 必要なし

H152626　 　 女/頭 飾 り紐 必要なし

H152661　 腰布用布 有 シー ト(部分)　　　　　　　　,

H152664　 女/腰 布 有 ハイベ ック(注1)

H153100　 　 舞踏用帽子 有 紙の小片Y'汚れを吸着(注2)

Hl53101　 　 舞踏用帽子 有 紙の小片に汚れを吸着(注2)

H153102　 　 舞踏用帽子 有 紙の小片に汚れを吸着(注2)

H157993　 男/腰 帯 有 超音波洗浄槽

H157998　 男/腰 帯 有 超音波洗浄槽

Hl58002　 　 女/ウ ィピル 必要なし



H158006　 男/腰 帯 有 エ タ ノー ル

H158018　 女/肩 か け 必要なし

H158026　 　 女/ウ ィピル 有 超音波洗浄槽

H158037　 女/肩 かけ 必要なし

H158039　 男/腰 帯 有 超音波洗浄槽

H158041　 　 女/飾 り紐 有 シー ト(全 体)

H158052　 　 女/ウ ィピル 有 シート(部分)/超 音波洗浄槽(下 半分)/超 音波洗浄槽

(上半分)

Hl58054　 　 女/肩 かけ 有 外注

H158056　 　 女/ナ プキ ン 有 超音波洗浄槽

H158059　 　 女/ウ ィピル 有 シー ト(部 分)/シ ー ト(全 体)

H158062　 　 女/ウ ィピル 必要なし

H158063　 　 女/ウ ィピル 有 シー ト(全 体)

H158065　 　 女/ナ プキ ン 有 ハイベ ック(注1)/超 音波洗浄槽

Hl58112　 　 女/ウ ィピル 必要なし

H158119　 　 女/ウ ィピル 必要なし

Hl86330　 　 祭壇被い布 有 シー ト(全 体)

H186331　 　 頭被い布 有 ・・イ ベ ック(注1)

H186336　 　 男/頭 被い布 有 過酸化水素水 超音波洗浄槽

H186338　 男/ズ ボ ン 有 パ ラホル ムアルデ ヒ ド ク ロラ ミンT 超音波洗浄槽

H186340　 男/ス ーテ 有 パ ラホル ムアルデ ヒ ド 歯 ブ ラシ

H186349-2/2女/腰 布 必要なし

H186365　 　 女/ウ ィピル 必要なし



H186367　 女/腰 布 必要なし

H186393　 　 包み布 有 シー ト(全 体)

H186400　 　 ウィピル 必要なし

H186401　 　 婚礼用 ウィピル 有 緊急には必要なし

H191484　 男/帽 子 有 パ ラホル ムアルデ ヒ ド

聚　　化水素水　　ブ
ラシ

H191562　 男/ズ ボン 有 ク ロ ラ ミンT アタ ック,ワ イ ドハイター(注1)/超 音波洗浄槽

H191565　 女/上 衣 有 ク ロラ ミンT ア タ ッ ク,ワ イ ドハ イ タ ー(注1)

Hlgl568　 女/腰 布 有 クロラ ミソT

(リボ ンのみ)
1

H191631　 男/長 衣 有

饗繊
H191632　 女/長 衣 有 パ ラホル ムアルデ ヒ ド クロラミンT

/超 音波洗浄槽

H191798　 　 女/ウ ィピル 有 超音波洗浄槽(下 半分)/シ ート(全体)

H192361　 　 女/ウ ィピル 有 外注

H192393　 男/腰 帯 必要なし

Hl92395　 　 シーッ 必要な し

H192396　 　 コフラディア用 有 外注

H192429　 　 コフラディア用 有 過酸化水素水 超音波洗浄槽

H192447　 　 ナプキソ 有 シー ト(全 体)

H192460　 　 女/ウ ィピル 有 緊急には処置せず ハイベ ック(注1)

H192466　 　 腰布 有 外注

H192492　 　 腰 帯 有 シー ト(全 体)



H192670　 　 女/ウ ィピル 有 アタ ック(注1)

H192801　 　 女/ウ ィピル 必要なし

H193797　 　 腰帯 必要なし

H193798　 　 腰帯 必要なし

Hl94736　 男/腰 帯 必要なし

H194817　 　 女/ウ ィピル 有 パ ラホルムアルデ ヒ ド ク ロラ ミ ソT シー ト(全 体)/シ ー ト(レ ース部分)

Hl94818　 　 女/ウ ィピル 有 シー ト(レ ース部分)

H194951　 女/腰 布 有 アタ ック(注1)

H194992　 男/ズ ボ ン 有 超音波洗浄槽

H195422　 男/上 着 必要なし

H195456　 女/肩 かけ 必要なし

H195472　 　 腰布 有 外注

Hl95474　 　 女/ウ ィピル 有 超音波洗浄槽

H195519　 男/ズ ボ ソ 必要なし

H195650　 男/シ ヤツ 有 パ ラホル ムアルデ ヒ ド

H195651　 男/シ ヤツ 有 シー ト(部分)/超 音波洗浄槽

H195659　 　 男/皮 ベル ト 有 パ ラホル ムアルデ ヒ ド エ タ ノ ー ル

注1:冠 水直後 にア タック(中 性洗剤),ハ イベ ック(家 庭用 ドライ ク リーニ ング),ワ イ ドハイター(酸 素系漂 白剤)を 溶か した脱イオ ン水で洗

　　 浄 した資料 には,薬 剤使用後,脱 イオ ソ水に よるすす ぎを2回 おこな った。

注2:舞 踏用帽子 の羽 の汚れ は,1cm角 に切 り刻み湿 り気を与 えた濾紙 の小片 とともに ビニール袋内で混ぜ合わせ ることで,濾 紙 に吸着 させ て

　　 取 り除 く(処 理進 行中)。
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　なお,処 置後は,す べての資料をあらためて自然光と紫外線下で観察 し,汚 水痕な

どが除去されたかどうか処置前の調書と照合 しながら再検査 した(写 真1c,　dお よ

び2c,　d)。

　 2.具 体 的 な 処 置 例

　 2.1.鉄イオン を含む 水で汚染 され た資料 の洗浄

　2.1.1.洗 浄の方法を決めるにあたって

　鉄イオンを含む水で汚染された資料に関しては,鉄 イオンが水溶性で除去可能なう

ちに対処する必要がある。純水2)に より洗浄することによって鉄イオン 除去だけでな

く,輪 じみや全体の汚れもうすくなる。

　洗浄の方法を決めるにあたっては,今 回処置の対象 となった資料は全体的に丈夫で

保存状態がよいため,耐 水性のあるものの場合はそ う問題はない。ところが,色 糸(織

り,し しゅう)が 使用されているものが多いため,水 洗が必要な資料の色糸ごとに部

分的に耐水性のテス トをおこなったところ,長 時間水に浸されていると色がおちる恐

れのあるものが相当数あることがわかった。このような色おちの恐れがある資料の場

合は,水 を使いながらも色おちさせない,あ るいは万が一色おち した場合でも布のほ

かの部分に色を決して移 らせないことが前提 となる。

　わたしたちは,最 初,輪 じみだけを部分的に純水で濡 らし,溶 出した汚れを濾紙で

吸収する方法をとっていた。 しか し,こ の方法では1枚 のウィピルを処理するのに約

2週 間かかってしまった。その上,漏 水による痕は うす くはなるが完全にはとれてい

ないことが,紫 外線下の検査で明らかになった。そこで,効 率をあげるため,吸 引機

能をもつサクショソテーブルを利用できないかと考え,乾 湿両用の掃除機の管の先に

ガラスフィルター板をつけた小型の簡易サクション装置をつ くって試 してみた。とこ

ろが,布 が分厚いため,洗 浄に使 った水は吸引されるより先に布の内部に広がってし

まった。

　 このような失敗を繰 り返しながら,既 存の諸設備を活用して資料を安全に,そ して

より短期間で洗浄する方法はないかと思考を重ねた結果,色 糸の耐水性によって,次

にのべる二通 りの方法を使い分けることに した。

2)本 館で使用している純水は,水 道水をイオソ交換樹脂に通過させて脱イオソ水としたもの

　 である。

440



園田　 スプリンクラー事故で冠水した衣類等に施した緊急保存処置に関する報告

　 2.1.2.超 音 波 洗 浄:色 お ち の心 配 の な い資 料 に対 す る処 置

　 色 お ちの心 配 の な い もの は,資 料 全 体 を 純 水 につ け る こ とが 可能 で あ る。 そ こで,

通常 の洗 浄 法 で は届 か ない 細 か い 凹部 ま で,表 面 全 体 を均 一 に 洗浄 で きる利 点 の あ る

超 音波 洗 浄 に よ る方 法 を 採 用 した。

　 超音 波 とは,周 波 数 が 人 間 の 耳 で聴 こえ る音 よ り高 い音 波 を さす。 普 通 の音 波 と同

様,進 行 方 向 と同 じ方 向 に何 らか の媒 体 が振 動 して,す なわ ち,疎 の部 分 と密 の部 分

が 交 互 に あ らわ れ る こ とに よって 伝 わ る。媒 体 は,気 体 に限 らず 固体 や 液 体 で も よ く,

と くに超 音 波 の場 合 は気 体 以 外 の こ とが 多 い1本 多 　 1994】。

　 今 回 使 用 した超 音 波 洗 浄槽 で は周 波 数 が26kHzで あ り,こ の場 合 は 疎 ・密 の繰 り

返 しが1秒 間 に26,000回 お こ って い る。 疎 の と きに は瞬 間的 に水 に 含 まれ る気 泡 が真

空 とな り,周 りの水 が 蒸 発 して急 激 にふ くらむ。 しか し次 の 密 の瞬 間 に は真 空 の 気 泡

は押 しつ ぶ され,局 部 的 に 高 い圧 力 を発 生 す る。 この繰 り返 しに よる ブ ラ ッシ ン グ効

果 を利 用 して もの の表 面 の汚 れ を とる のが 超 音波 洗 浄 で あ る 【本 多 　 1994】。 身 近 な と

ころ では 店 頭 で み か け る メ ガ ネ洗浄 器 の例 が あ る。

　 今 回は 純 水201あ た り界 面 活 性剤1滴 を 加 え た な か に資 料 を 入 れ て,数 分 間,超 音

波 洗 浄 を お こな った 。 界面 活 性 剤 は 親 水性 の部 分 と疎 水 性 の部 分 を あ わ せ も って い る

物 質 で あ り,こ れ を ご く少量 添 加 す る こ とで資 料 の 濡 れ が よ くな る。 そ の 後,純 水 を

入 れ 替 え,超 音 波 を か け な が らす す ぎを繰 り返 す こ とに よ って界 面 活 性 剤 が残 らな い

よ うに して い る。 超 音 波 を か け る時 間,す す ぎ の回 数 な どは,資 料 の状 態 や 大 き さ,

厚 み に よ って調 節 した 。 結 果 的 に は,ほ ころ び の あ る資 料 で も洗浄 後 にほ ころ び が 広

が る とい うこ と もな く,全 面 が均 　 0'洗 浄 で きた。

　 な お,こ の方 法 で処 置 した 資料 は次 の もの で あ る。

　 　 資 料 番 号:H65518,　 Hl52032(下 半 分),Hl52087,　 H152231,　 Hl52241,

　 　 H152246,　 H152296,　 H152355,　 H152358,　 H152383,　 H152384,　 H152412,

　 　 H157993,　 H157998,　 H158026,　 H158039,　 H158052,　 H158056,　 H158065,

　 　 H186336(写 真1),H186338,　 H191562,　 Hl91798(下 半 分),H192429,

　 　 H194992,　 H195474,　 H1956510

　 衣 服 の下 半 分 に しか超 音 波 洗 浄 を お こな って い な い もの が2点 あ るが,こ れ は,上

半 分 で は 色 お ち の恐 れ が あ った ため であ る。 しか し,こ の 方法 で は,濡 ら した 部分 と

乾 い てい る部 分 との 間 に溶 出 した 汚染 物 質 が た ま るた め,最 終 的 に は,こ れ らの 資 料

は 次 に のべ る高 吸 水性 ポ リマ ーの シ ー トを 利 用 して 洗 い なお した。

　 色 お ちの 心 配 の な い も の の うち,状 態 の よい 一 部 の大 物 資 料 に つ い て は,平 らに 広
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げることができるスペースが不足していたため,以 下のように処方を指示 してクリー

ニング店に洗た くを依頼 した。

1)純 水を使用すること

2)界 面活性剤をいれるときには,ア ルキルベ ソゼンスルフォン酸ソーダ1滴 くらい

　　にすること　　　　　　　　　　　　　　　　　 一　　 一

3)力 を加えずに洗 うこと(シ ャワー洗いは可)

4)す すぎを充分にすること

　外注した資料は次のとお りである。

　　資料番号=H65532-3/S,　 Hl52143,　Hl58054,　H192361,　H192396,　Hl92466,

　　H1954720

　クリーニング店から戻ってきたいずれの資料においても,漏 水による輪 じみはとれ

ていたが,資 料に必要な生活使用痕は残っていた。これはクリーニング店における通

常業務によるのでなく,当 方の指示どお りに緩やかな処置がとられたことを示 してい

る。

　2.L3.高 吸水性ポリマー入 りシート上での洗浄:色 おちの恐れのある資料の処置

　色糸から色おちの恐れのある資料の場合は,水 溶性の汚れはおとしながら,色 糸か

らの色おちは最低限に くいとめるという相反する条件をみたさなければならない。言

い方をかえれば,漏 水で汚染された部分は純水を充分に使って洗浄 したいのだが,色

糸を浸水しておく時間はなるべ く短縮 したいのである。そこで,1点 の資料の部分に

よって洗浄に使 う純水の量を変えるために,全 体を均一に純水に浸すのではなく,高

吸水性ポリマー入 りシー トの上で水洗することにした。

　高吸水性ポリマーは,水 を多量に吸収する一方,い ったん吸収した水分は多少加圧

しても保持する能力をもっている特殊な樹脂である。通常,自 重の数十から数百倍,

ものによっては千倍 もの水を吸収できる。化学的にみると,非 常に親水性にとむ高分

子素材なのだが,水 に完全に溶けてしまわないよう,分 子のところどころが架橋され

ている 【伏見　1990】。た とえていえぽ,水 を吸った高吸水性ポリマーは,高 分子のジ

ャソグルジムネットのなかに,水 の分子集団が魚のように取 り込まれている状態をつ

くっているのである。

　高吸水性ポ リマーを含むシート(〈参考資料〉参照)は,紙 おむつや生理用品とし

て広く市販されてお り,簡 単に入手できる。これらのシー ト類を利用することで,水

量の調節だけでなく,排 水設備のない机上での水洗も可能 となった。
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　 最 初,色 糸 の部 分 を さけ て輪 じみ の と ころ だ け に部 分 的 に この シ ー トを あて て 処 置

した と ころ,し み は うす くは な る が,か え って 広 が って い く傾 向 が あ った。

　 輪 じみ の と ころ だけ 部 分 的 に処 置 した のは,以 下 の もの で あ る。

　 　 資 料 番 号:H65518,　 H151753,　 H152032,　 H152505,　 H152661,　 H158052,

　 　 H158059,　 H194817,　 H194$18,　 H1956510

　 そ こで,途 中 か ら資料 全 体 を 水 洗 す る方 法 に変 更 した 。番 号 が 上 記 の もの と一 部 重

複 して い る が,そ れ は部 分 的 な水 洗 で は満 足 の い く結 果 が 得 られ なか った 資料 を洗 い

な お した た め で あ る。

　 　 資 料 番 号:H65532-1/5,　 H151753,　 Hl51773,　 Hl51855,　 H151913,　 H152032,

　 　 H152140,　 H152180(写 真2),H152496,　 H152505,　 H158041,　 H158059,

　 　 H158063,　 H186330,　 H186393,　 H191798,　 H192447,　 H192492,　 H1948170

　 全 体 を 水 洗 す る場 合 は,ま ず 資料 の下 お よび 筒 状 に な っ て い る衣 類 の場 合 は 布 と布

の間 に も隙 間 な くシー トを しきつ め た。 最 初 は 衣 類 の形 に あわ せ て 小型 の シー トを 濾

紙 の上 に しきつ め た もの を使 用 して いた が,成 人 用 紙 お むつ な ど大 判 の ものを 利 用 す

る方 が作 業 の効 率 が よい の で,途 中 か ら変 更 した 。 この あ と水 洗 を 始 め るが,色 お ち

の恐 れ の あ る部 分 は 湿 らせ る程 度 で力 は加 え な い。 こ うす る と万 が 一 染 料 が純 水 に溶

け て し ま って も,下 に しい た シー トが 速 や か に水 分 を 吸 収 す る ため,ほ か の部 分 へ の

色 うつ りは 防 ぐ こ とが で きた。 色 お ちの 恐 れ の な い部 分 で は,純 水 をた っぷ りふ く ま

せ た 脱 脂 綿 を上 か ら何 回 も押 しあ て て,汚 れ を 内か ら外 に 向 か って流 し出す よ うに し

た。 こ の際,輪 じみ の部 分 は と くに念 入 りに 押 し洗 い した 。

　 溶 出 した 汚染 物 質 は,純 水 と と もに資 料 の下 に しい てあ る シ ー トが 吸収 す る。 あ る

い は,純 水 の 広 が りと ともに 資 料 の 外へ と押 し流 され て周 囲 の シ ー トに 吸収 され て い

く。 高 吸水 性 ポ リマ ーの特 性 で,シ ー ト内 に吸 収 され封 じ込 め られ た 洗 浄後 の水 は逆

戻 りしな い。

　 筒 状 に な って い る資料 で は,片 面 処 置後,た だ ちに も う一 方 の面 に も同 様 の処 置 を

お こな った。 とい うの も,両 面 を全 面 的 に濡 らす よ うに しな い と,溶 出 した 汚染 物 質

は 純 水 と と もに運 ぽ れ,乾 い て い る部 分 との境 界 に新 た な 輪 じみ をつ くって し ま うか

らで あ る。 使 用 した純 水 の量 は資 料 に よ って 異 な る が,通 常,ウ ィ ピルの 片 面 あ た り

お お よそ3～51で あ った 。

　 2.1.4.資 料 の脱 水 ・乾 燥

　 上記 の いず れ か の 方 法 で水 洗 の終 わ った 資 料 は,あ らか じめ 新 聞紙3枚 と厚 手 の 濾
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紙2枚 を しい た机 の上 で,平 置 きの状 態 で脱 水 した。 この ときの 脱 水方 法 は,次 の と

お りで あ る。 す な わ ち,上 に か ぶ せ る濾 紙 を 新 しい もの に次hと と りか え,手 で軽 く

お しなが ら余 分 な水 分 を取 り除 い て い った 。 あ る程 度脱 水 が す ん だ 資 料 は,型 くずれ

しな い よ うに,T字 型 の支 柱 に か け て屋 内 で乾 燥 した 。毛 足 や 房 飾 りな どは,生 乾 き

の うち に手 でゆ っ く りほ ぐ しなが ら もつれ を と り,形 状 を整 えた 。

　 色 お ち の恐 れ の あ る資料 の場 合,結 果的 にみ る と,色 が お ち る確 率 が も っ と も高 い

の は,脱 水 の とき,す なわ ち上 か ら濾 紙 を あ て て余 分 な 水分 を取 り除 い て い る ときで

あ った。 そ のた め 脱 水 の際 には,布 と布 の間 に濾 紙 等 を は さ ん で色 うつ りを 防 ぐよ う

に した り,色 うつ りの恐 れが あ る部 分 に は ヘ ア ドライ ヤ ー で温 風 を送 って 早 く乾 か す

よ うに した。 そ の 結 果,布 のほ か の部 分へ の色 うつ りは一 点 もお こ って い な い。

　 洗 浄後,乾 燥 のす ん だ 資料 を再 検 査 した と ころ,い ず れ の資 料 で も漏 水 の輪 じみは

完 全 に とれ て い るか,あ るいは 注 意 して 見 な い と気 づ か な い程 度 まで お ち て い た。 ま

た,紫 外 線下 で黄 色 に 蛍 光 して いた 輪 じみ はす べ て除 去 され て い た。

　 2.2.防 カ ビ処 置,お よ び カ ビ痕 や 色 じ み の 除 去

　 2.2.1.防 カ ビ処 置

　 カ ビが新 た に発 生 して しま った資 料 お よび,そ の周 辺 に 置 かれ て いた た め カ ビの発

生 す る恐 れ が あ る資 料 に は,何 よ りもまず先 に,防 カ ビの 処 置 を とった 。 た だ,震 災

後 は,く ん 蒸庫 の使 用 が 一 時不 可 能 に な って い た た め,個 別 に薬 剤 に よ る処 置 を とっ

た。

　 まず,複 数 の資 料 を任 意 に 選 び,菌 を採 取 して マ ル トース 入 寒 天培 地 で 培 養 試 験 を

お こな った と ころ,黒 カ ビAspergillus　 niger(写 真3)が 認 め られ た3)0そ こで,対 象

とな る資 料 に お け る金 属 使 用 の 有無 と,そ の 素 材成 分 を 確 認 した あ と,小 量 の パ ラホ

ル ム ア ル デ ヒ ドと と もに ポ リ袋 に密 閉 した 。 パ ラホ ル ム アル デ ヒ ドは金 ・銀 ・錫 に対

して は全 く影 響 が な いが,鉄 ・銅 ・亜 鉛 ・鉛 ・アル ミニ ウムに 対 して は多 少 光 沢 を減

少 させ た り,と きに は うす くサ ビを生 じた りす る こ とが あ る と報 告 され て い るか らで

あ る 【森 ・熊 谷 　 1955】。

　 防 カ ビ処 置 を 施 した の は,次 の もの で あ る。

　 　 資 料 番 号:H151872,　 H151873,　 H151881,　 H186338,　 H186340,　 H191484,

　 　 H191632,　 H194817,　 H195650,　 H19S6590

　 な お,万 全 を 期 す た め,防 カ ビ処 置 を施 した 資料 に対 して は,約2ヶ 月 経 過 した と

3)森 田恒 之教授が菌の採取,培 養,同 定をおこなった。

444



園田　　スプリンクラー事故で冠水した衣類等に施した緊急保存処置に関する報告

ころ で 再 び任 意 に選 ん だ複 数 の資 料 か ら カ ビを採 取 し,同 様 の方 法 で培 養 試 験 を お こ

な った。 そ して,菌 が 死 ん だ こ とを 確 認 してか ら,は じめ て,こ れ らの 資料 を袋 か ら

出 し,2.1.に 紹 介 した 方 法 に よる鉄 イ オ ン除去 な ど の処 置 に移 った 。

　 2.2.2.カ ビ痕 の 除去

　 布 の 表 面に 軽 く付 着 して い る程 度 の カ ビ痕 は,歯 ブ ラ シで 軽 くこす りなが ら電気 掃

除 機 で 吸 引 した。この と き,掃 除 機 の 吸 引 口には 二 重 に した ガ ー ゼを輪 ゴ ムで とめ て,

糸 の 端 な どを 間違 っ て吸 い 取 らな い よ うに して い る。

　 この 方 法 で処 置 した のは 以 下 の3点 で あ る。

　 　 資 料 番 号:H131588,　 H151872,　 H186340。

　 1点 だ け だ が,黒 い フ ェル トの帽 子(資 料 番 号:H191484)の 場 合 は,繊 維 の な か

に カ ビの生 成 物 が深 く くい こみ,全 体 が 白 っぼ くな って しま って い た。 そ の付 着 物 は

非 常 にか た く除 去 困難 で あ った た め,過 酸 化 水 素 水 で酸 化 して 脆 くした後 に歯 ブ ラ シ

で こす って 取 る こ とに した 。

　 革 ベ ル ト(資 料 番 号:Hl95659)に み られ た く も りは,何 か が 付 着 して い る とい う

よ り表 面 の細 か い ひ びわ れ が 原 因 の よ うで あ った 。 しか し,念 のた め に殺 菌 効 果 の あ

る70%エ タ ノ ール 溶液 を塗 布 した 。

　 また,特 別 展 を ひ か え て いた た め,古 い カ ビ痕 や 色 じみ が顕 著 な もの は,少 しで も

そ の痕 跡 を うす くす る こ とが あわ せ て 要 求 され た 。 そ こで,古 い カ ビの 痕 は,次 に述

べ る色 じみ の場 合 と同様 の方 法 で,と くに 目立 つ も のに 限 り処 置 した 。

　 過 酸化 水素 水(>1.5%)を 用 いた のは 次 の2点 で あ る。

　 　 資料 番 号:H186336,　 H192429。

　 ク ロ ラ ミンT(>0.1%)を 用 い た の は以 下 の もの で あ る。

　 　 資 料 番 号:H152231,　 H152246,　 H152355,　 H186338,　 H194817(写 真4)。

　 2.2.3.色 じみ の除 去

　 染 料 の溶 出 じみ の多 くは,純 水 で は お ちず,ま た通 常 の有 機 溶剤 に も溶 け な か った。

　 腰 帯(資 料 番 号:H158006)は,唯 一,有 機 溶 剤 で しみ の 処 置 が で きた 資 料 で あ る。

これ に は70%エ タ ノ ール溶 液 を 使 用 した。色 の うつ った 部 分 に筆 で溶 剤 を 塗 った あ と,

上 か ら濾 紙 をあ て て 溶 出 した 染 料 を 吸 い取 った ので あ る。

　 色 じみ が 目立 つ もの は,過 酸 化 水 素 水(>1.5%)で 処 置 した。

　 　 資料 番 号:H65518,　 H151753,　 Hl52358,　 H152412,　 H191631。
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　過 酸 化 水 素 水 で 効 果 の なか った 以下 の資 料 に関 して は,充 分 時 間 を お い てか ら,ク

ロラ ミンT(>0.1%)を 用 い た。

　　 資 料 番 号:H151753,　 H151855,　 H152412(写 真5),H191562,　 H191565,

　　 H191568,　 H191631,　 H1916320

　 い ずれ の場 合 も,ま ず1～2mm2程 度 の 目立 た な い 面積 で テス トした の ち に,個 々

の 資 料 ご とに適 度 な薬 剤 の濃 度 を 決 め て か ら処 置 した 。薬 剤 を塗 布 す るに は,し み の

大 き さに あわ せ,筆,歯 ブ ラシ,ピン セ ッ トに挟 ん だ脱 脂 綿 な どを使 用 し,乾 い てか

ら何 回 か にわ た って 処 置 を繰 り返 した 。処 置 す る部 分 の 周囲 には 純 水 を 塗布 し,し み

か ら離 れ る につ れ て 薬 剤 の濃 度 が 徐hに うす くな る よ うに した。 また,塩 素系 の ク ロ

ラ ミ ソTを 使 用 した 場 合 は,乾 い た あ との純 水 で のす す ぎを 徹 底 し,塩 素 が 残 留 し

な い よ うに注 意 した 。

　 色 じみや カ ビ痕 は 部 分 ご とに処 置 した。 ただ し,資 料 の全 体 に しみ が み られ た ズ ボ

ン(資 料 番 号:Hlgl562)は,資 料 を ク ロ ラ ミ ンTを いれ た 槽 中 に含 浸 して処 置 した 。

　 また,上 に縫 い つ け た リボン に 生 地 の 地 色 が うつ って し ま った 腰 布(資 料 番 号:

Hl91568)だ け は,例 外的 に解 体 す る必 要 を 認 め た。 手 で触 った だ け で も染料 がつ い

て しま うほ ど地 の染 め の あ ま い も の であ った の で,縫 い 目を い った ん 全 部 ほ ど き,個

別 に リボ ンの しみ 抜 きを お こな うほ か な か ったた め で あ る。 この資 料 は 処 置 後,再 び

縫 い な お した。

　 処 置 後 の資 料 を紫 外 線下 で再 検 査 した 際,布 の 一部 が暗 く沈 ん で い る ものが あ った 。

これ は 布 の仕 上 げ 剤 と して 蛍光 増 白剤 が使 用 され て い る場 合 にみ られ る現 象 で,カ ビ

痕 あ るい は 色 じみ の処 置 で使 った薬 剤 の た め に,蛍 光 増 白剤 が分 解 あ る いは 変 質 した

もの と思わ れ る。

　 この 現 象 がみ られ た の は,以 下 の もの で あ る。

　　 資料 番 号:H65518,　 H152231,Hl52246,　 Hl52412(写 真5c),H186338。

　 そ のた め,婚 礼 用 ウ ィ ピル(資 料 番 号:H186401)に は色 じみ が 数 ヵ所 に あ った の

だ が,蛍 光増 白剤 が 使 わ れ て い る こ とか ら,処 置 しな い方 針 を とった 。

　 また,染 料 の 溶 出 じみ が と くに顕 著 な3点 の 資 料(資 料 番 号:H152447,　 H152450,

H192460)に 関 しては,緊 急 処 置 の範 囲 で は 対 処 で きな い の で,今 回 は,色 じみ 除去

の処 置 を して い な い。
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　 お 　 わ 　 り　 に

　今回,わ た したちは,震 災に伴 うスプリンクラー 事故で冠水した衣類はすべて洗浄

する方針をとった。鉄イオンを布に残 したときに将来必ずおこる繊維の劣化を考えて,

たとえ多少色がおちる危険性があっても,今 の うちに水洗 した方がよいと判断 したの

である。鉄イオン が水溶性を失わない間にできるだけ洗い出してしまおうとしたわけ

である。ただ,こ のとき,緊 急事態であったとはいえ,鉄イオン の濃度をはか り,そ

の変化を追って将来に益するであろ う詳細な記録を残す余裕がなかったのは残念であ

る。

　鉄イオン除去のためには,色 おちの恐れのない資料の場合は超音波洗浄,色 おちの

恐れのある資料の場合は高吸水性ポリマー入 りシー トの上での水洗,と 二通 りの方法

を使い分けた。

　この二通 りの洗浄方法は,今 後もいろいろと応用できると考えている。た とえぽ超

音波洗浄は,保 存状態がよく色おちの恐れのない資料一般に向いている。反対に,繊

維が劣化 して硬 くもろくなっているものは,超 音波をかけることによって繊維が切れ

る心配があるので,こ の方法は採用できない。

　一方,高 吸水性ポ リマー入 りシー トの上での水洗は,今 回は保存状態の良好な資料

が対象であったが,あ る程度脆弱な資料を水洗 しなけれぽならないときにも使えるの

ではないだろうか。というのも,シ ー トの上に平置きされた資料の上から水を与えて

いるので,濡 れた脱脂綿である程度なら強く押 し洗いすることもできるし,ス ポイ ト

などでそっと湿らせる程度にとどめるなど,水 量と力加減を自由に調節できるからで

ある。下にシー トの支xが あるため,資 料 自体が動 くことはなく,小 さな破片 も安心

して扱える。 さらにシー トを縦横に並べることで,ど のような大きさの資料にも対応

できる。そして,特 別な洗浄や排水の設備がなくても,平 らなところさえあれぽ,多

量の水を使っての洗浄が可能にな り,場 所を選ばない利点がある。

　水洗一般について注意すべきことだが,今回のように丈夫な資料が対象でない限 り,

資料を手で直接さわることはなるべ くさけたい。あらか じめごく薄い網織の布などで

サソドィ ッチ状にはさむ工夫をする必要がある。また,洗 浄のための水は,今 回用い

たような脱イオン水が理想的であるが,状 況によっては水道水しが使用できない場合

も想定される。そのときは,す くなくとも最初 と最後の洗浄に蒸留水を用いる配慮を

したい。
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　カビ痕や色 じみを除去するとい う行為は,鉄 イオン除去の場合のような保存上の緊

急性はないのだが,展 示のためには必要であった。今回は,展 示できる状態にするこ

とに主眼をおき,完 全にしみ痕を消すところまでは していない。カビ痕や色 じみ除去

の薬剤のために布の蛍光増白剤が分解あるいは変質 したものがあることはすでに述べ

た。処置 したところが普通の状態では分か らないが,紫 外線下では明瞭になる。この

ことは,ど こを処置したかということが明確にわかるという点では正直だが,も との

成分を変化させてしまったことには変わらないので,今 後検討すべき問題は残されて

いる。

　民族資料では,し ば しぼ生活使用痕を残すことが要求される。その点は今回も充分

に配慮 した。人が確かに使用していた証拠をむやみに除去することは,学 術資料であ

る以上できないと考えるからである。 しかし,今 回,漏 水により生 じた汚染の痕以外

はなるべ く処置 しない方針をとったというものの,水 洗 したために必然的に表面のほ

こりや水溶性の汚れが とれて,全 体的に"き れいnに なって しまった印象はある。

　たとえば何らかの儀式に使用されたであろうことの証拠となるロウの付着は除去す

べきではないだろ う。密 ロウなどは化学的に安定してお り,布 の劣化を促進させるこ

とはない。人体との接触でついた汗や皮脂,あ るいは食物などをこぼした しみ痕の場

合,今 回の水洗によって水溶性の成分は取 り除かれたが,根 本的に汚染物質をとった

わけではない。処置後の検査でも脂質は残っているのがわかる。純粋に資料の保存と

い う長期的な観点からみた場合,ど の段階まで処置すべきなのかという問題が残るが,

わた したちは,今 は現状維持の立場をとっている。つけ加えると,今 回,調 査の対象

となった資料のなかで漏水による被害のないものは,処置の必要がないと判断 したが,

このなかには,使 用痕がシミになって残っているものが半数近 くあった。

　今日,文 化財の保存 ・修復における倫理が問われているが,文 化財の性質によって

自ずと微妙な違いがでてくる。今後,民 族文化財に対する考え方の基盤をつ くってい

く必要を感じた。

　 謝　 　 　辞

　本報告で述べた処置は,阪 神 ・淡路大震災被災文化財等救援委員会および国立歴史民俗博物

館や東京芸術大学から出向かれたボランティアの方々をはじめ,博 物館学の研究 ・研修を目的

としていた本館外来研究員,さ らに本館の非常勤職員など多くの方々の協力を得ておこなった

ものである。森田恒之教授には,処 置全般に,終 始,貴 重な助言をいただいた。記して謝辞を

表する次第である。
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〈参考資料〉高吸水性 ポ リマ ー入 りシー トの構造

図1　 高吸水性 ポ リマ ー入 りシー トδ ミ

　　　断面 のイメージ図

　今回主 として使用 した シー トを例に,そ の構造 を図に示 した(図1)。 メーカーに より工夫 の

違いはあ るが,基 本的 な構造は同 じであ る。すなわ ち,1を 通 って シー ト内にはい った水分 は,

∬お よび 皿の層 を通過す る間に速 やかに拡散 され,最 終的にはN,V,　 V[の 層に到達す る。 こ

の三つ の層は使用前 は一体 にみえるが,水 を吸収す るとた ちまち中央の高吸水性 ポ リマー層 が

膨張 してい く。粒状 の高吸水性ポ リマ ーは,薄 葉紙の間 に挟 まれてい るだけ で,繊 維 と繊維 の

間に と りこまれ ているのではないため,ポ リマ ーが安定 した状態にな る(吸 水力 と,ポ リマー

の3次 元構造 に基づ くゴム弾性力がバランス を とる)ま で体積が増xて い く。高吸水性ポ リマー

の微粒子 が吸水 してい く様子を写真a-fに 示す。Wや 皿 に接着剤 があ るため,こ の ときゲル状

に なったポ リて 一層 を中心 としたmか らWま での層がずれ ることはな い。 また,最 外層 は プラ

スチ ック製 の フィル ムであ り,破 れない限 りゲル状 の高 吸水性 ポ リマーの粒子 は外 にはみ出 さ

ない。
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　　 写真　高吸水性 ポ リマ ーの微粒子が吸水 してい く様子(写 真の短辺,約L4　 mm)

a　 か るく湿 らした状態。薄葉紙の繊維の間に粒状 の高吸水性ポ リマーがみ える。

b-e含 水 してい く状態。 ポ リマ ーが水を吸収 し,膨 張 してい く。

f　 た っぷ り水 を含 んだ状態。個 々のポ リマーの粒 は十 分膨 張 してお り,ち ょうど砕かれた

　　細かいゼ リーの ようであ る。

〈使用 した薬品等〉

エ タ ノール:C2H50H(99.5)(和 光純 薬 工 業)に 純 水を 加 えた70%溶 液。

界 面活 性 剤:フ ァ ミ リー(花 王石 鹸),高 級 ア ル コ ール系 界面 活 性剤18%溶 液 の 中 性 合成 洗 剤 。

　 　　 　 　 　 水201に この 界面 活性 剤 を1滴 加 え て使 用 した 。

過 酸化 水 素 水:H202(30%)(和 光 純 薬 工 業),必 要 な濃 度 まで 純 水 で希 釈 した 。

ガ ラス フ ィル タ ー板:TOPフ ィル タ ー板(相 互 理 科学 硝 子 製 作 所),板 径40　mm,細 孔 の直 径

　 　　 　 　 　 100^120,umo

ク ロ ラ ミソT:C,H,CINaNO2S.3H20(和 光 純 薬 工 業),必 要 量 を温 水 に 溶 か した。

高 吸 水性 ポ リマ ー シ ー ト:

　 　　 　 　 　 ウ ィス パ ー ウル トラス リム(P&G),ス タ ソ ダ ー ド形,ロ ソグ,8cm×23　 cm。

　 　　 　 　 　 デ ィ スパ ー ス セ レク トXL-RP(光 洋),33　 cm　x　75　cm。

　 　　 　 　 　 デ ィ スポ紙 おむ つLL75V(光 洋),30　 cm×75　 cm。
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紫 外 線 ラン プ:紫 外 線 ラ ンプFL20S.BLB(東 芝)を 蛍 光灯 ス タ ン ドFS・201・W(ナ シ ョナ ル)に

　 　 　 　 　 　取 りつ け た もの2灯 。

掃 除 機:乾 湿 両 用,SV-IS(三 立機 器)。

超 音 波洗 浄槽:UT-30A(国 際 電 気),300　 W,26　 kHz。

超 音 波 発 振 器:UO300FB(国 際 電 気)。

歯 ブ ラ シ:高 級豚 毛,ハ ブ ラ シP-2〈 か た め 〉,S-2く や わ らか め 〉,(ラ イ オン)。

パ ラホル ム アル デ ヒ ド:(CHZO)n(和 光 純 薬 工 業),必 要 量 を不 織 布 に 包 ん で使 用 。

フ ェRシ ア ン化 カ リウム:K4Fe(CN)6.3H20(和 光 純 薬 工 業),純 水 に溶 か した5%溶 液 。

マ ル トー ス 入 り寒 天 培 地:寒 天 末(和 光 純 薬 工 業)5gを 純 水100　ccに 溶 か し,　Malt　 Extract

　 　 　 　 　 　 (DIFCO)lgを 加 え,滅 菌 済 み の試 験 管 内 で か た めた 。

脱 イ オン 水:水 道 水 を"ピ ュ ー リッ ク"カ ー ト リッジ純 水 器G-10型(オ ル ガ ノ)に 通過 させ た。

濾 紙:吸 水 速 度 が 早 い もの が 必要 な と きに は薄 手 の4CHR(ワ ッ トマ ン),多 量 の水 を 吸 収 させ

　 　 　 　 　 　 た い と きに は厚 手 の3MMCHR(ワ ッhマ ソ),い ず れ も58　cm×68　 cm。
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a　処置前(自 然光):漏 水の被害を受けた周

　 辺 に茶色 の輪 じみがで きている。

b　処置前(紫 外線):輪 じみの部 分が黄色に

　 蛍光 し,よ り顕著にみxる 。

C処 置後(自 然光):超 音波洗浄後,輪 じみ

　 が とれた。

d　処 置後(紫 外線):輪 じみが とれた。斑点

　 状 に残 ってい るのは,水 洗では おちなか

　 った脂質 の しみ である。

写真1　 実例1:超 音波に よる洗浄前後 の資料(資 料H186336)

a処 置前(自 然光):地 色が濃 いため輪 じみ

　 が みxず,資 料が実 際に漏 水で汚染 され

　 たか ど うか判断がつかない。

b　 処置前(紫 外線):今 回は漏水 のなかに紫

　 外線 の もとで蛍光す る物 質が含 まれ てい

　 た ため,漏 水を被 ったか ど うか の識別 が

　 明らか にな る。

C処 置後(自 然 光):処 置前 と同 じようにみ

　 える。

d　処置 後(紫 外線):高 吸水性ポ リマ ー入 り

　 シー トを利用 しての洗浄後,輪 じみが と

　 れているのがわか る。

写真2　 実例2:高 吸水性 ポ リマー入 りシー トを利 用 しての洗浄前後の資料(資 料H152180)
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写 真3　 黒 カ ビ(Aspergillus　 niger)

a処 置前(自 然光):パ ラホル ムアルデ ヒ ド

　 入 りの袋に密 閉 していたの で カビは死ん

　 で いるが,カ ビ痕が黒 い斑点 状に残 って

　 い る。

b　 処置後(自 然光):ク ロラミンTを 温水 で

　 溶か し,あ たたかい うちに面相筆 で斑点

　 の上 に数回塗布 した ところ,黒 か った し

　 みが ごく うす い茶色 にな り目立 たな くな

　 った。

写真4　 実例3:カ ビ痕の処置(資 料Hl94817)

a処 置前(自 然光):ピ ソク色 とオ レンジ色の しみがある。

b　 ピソク色の しみを処置後(自 然光):希 釈

　 した過酸化 水素水,そ の後 時間を おいて
　 か らクロラ ミンTで 処置 した ところ,し

　 みがほ とんど 目立たな くな った。

cbと 同 じ部分(紫 外線):処 置 した部分 で

　 は,布 の蛍 光増 白剤 が分解 あるいは変質

　 した ら しく,発 光 が消え暗 くしずんで し

　 まった。

写真5　 実例4:色 じみの処置(資 料H152412)
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